
平成 30 年 4 月 1 日から論文博士の資格要件が変わります!! 
論文提出による学位授与申請の資格要件に関する申合せ 

新 旧 

 

（趣旨） 

第１条 この申合せは、琉球大学学位規則（以下「規則」という。）第２６条の規

定に基づき、規則第５条及び第７条に定める学位論文の提出によって学位授与

の申請を行うことができる者の資格要件に関し、必要な事項を定める。 

 

（資格要件） 

第２条 学位論文を提出できる者は、医学の大学院の入学資格の有無にかかわら

ず、次の各号の一つに該当する者とする。 

（１）本学医学研究科に所定の標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得し

て退学した者 

（２）大学の医学、歯学又は修業年限６年の獣医学若しくは薬学の課程を修了

した者で、次のいずれかに該当する者 

ア 筆頭著者として掲載された論文（学位論文及び副論文）のインパクトフ

ァクター（以下「ＩＦ」という。）の総和が５以上の者については、研究歴を

１０年以上有する者 

イ 筆頭著者として掲載された論文（学位論文及び副論文）のＩＦの総和が

１０以上の者については、研究歴を６年以上有する者 

（３）大学の医学、歯学又は修業年限６年の獣医学若しくは薬学以外の課程を

修了した者で、次のいずれかに該当する者 

  ア 筆頭著者として掲載された論文（学位論文及び副論文）のＩＦの総和が

５以上の者については、研究歴を１２年以上有する者 

  イ 筆頭著者として掲載された論文（学位論文及び副論文）のＩＦの総和が

１０以上の者については、研究歴を６年以上有する者 

               削 除 

 

 

（研究歴） 

第３条 前条第２号及び第３号に規定する研究歴とは、次の各号の一つに該当す

る期間とする。 

（１）本学部医学科及び附属病院において専任教員として研究に従事した期間

 （２）本学部附属病院で医員・医員（研修医）として研究に従事した期間 

 （３）医学・生命科学関連分野の大学院（修士課程を含む。）に在学した期間 

 （４）大学の医学、歯学又は修業年限６年の獣医学若しくは薬学の課程におい

て研究生として在学した期間 

 （５）大学及び国公立の研究機関並びに研究所等において専任の研究者として

研究に従事した期間 

 （６）研究科教授会が研修、研究機関として認定する病院、研究所等において

研究に従事し、かつ、本学の研究生として在学した期間 

 （７）外国の医育機関及び外国の政府直轄の機関において研究に従事した期間

２ 前項に規定する期間は、原則として全期間を研究歴として取扱う。 

                削 除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究科教授会は、第１項に定めるもののほか、適当と認める施設等における

研究期間及び第１項第５号に規定する機関等で専任の研究者以外の者として研

究に従事したと認められる者について、相当な研究歴を認めることができる。

 

この申合せは、平成２８年９月２８日から施行する。ただし、改正後の第２条

及び第３条の規定は平成３０年４月１日から適用する。 

 

（趣旨） 

第１条 この申合せは、琉球大学学位規則第２６条の規定に基づき、第５条及び

第７条に定める学位論文の提出によって学位授与の申請を行うことができる者

の資格要件に関し、必要な事項を定める。 

 

（資格要件） 

第２条 学位論文を提出できる者は、医学の大学院の入学資格の有無にかかわら

ず、次の各号の一つに該当する医学に関する研究歴を有する者とする。 

（１）本学医学研究科に所定の標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得し

て退学した者 

（２）大学の医学部医学科及び歯学部を卒業した者にあっては、１０年以上の

研究歴を有する者 

               新 規 

 

 

新 規 

 

（３）大学の医学部医学科及び歯学部以外の学部を卒業した者にあっては、 

１１年以上の研究歴を有する者 

                新 規 

 

                新 規 

 

２ 研究科教授会は、前項に規定する者のほか、１２年以上の研究歴を有する者

にも学位論文の提出を認めることができる。 

 

（研究歴） 

第３条 前条第１項第２号及び第３号並びに第２項に規定する研究歴とは、次の

各号の一つに該当する機関等において研究に従事した期間とする。 

 （１）本学部医学科及び附属病院において専任教員として研究に従事した期間 

 （２）本学部附属病院で医員・医員（研修医）として研究に従事した期間 

 （３）医学・生命科学関連分野の大学院（修士課程含む）に在学した期間 

 （４）大学の医学部医学科及び歯学部において研究生として在学した期間 

  

（５）大学及び国公立の研究機関並びに研究所等において専任の研究者として

研究に従事した期間 

 （６）研究科教授会が研修、研究機関として認定する病院、研究所等において

研究に従事し、かつ、本学の研究生として在学した期間 

 （７）外国の医育機関及び外国の政府直轄の機関において研究に従事した期間 

２ 前項に規定する期間は、原則として全期間を研究歴として取扱う。 

３ 前項の規定にかかわらず、第１項第４号に定める研究生のうち１週間に４日

以上を大学において研究することを通例としない者にあっては、その在学期間

を次の表により換算した期間を研究歴として取扱う。 

 

資格要件（第２条第１項関係） 換算率 

第２号による者 １０／１２ 

第３号による者 １１／１２ 

 

４ 研究科教授会は、第１項に定めるもののほか、適当と認める施設等における

研究期間及び第１項第５号に規定する機関等で専任の研究者以外の者として研

究に従事したと認められる者について、相当な研究歴を認めることができる。 

 


